
早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
に
つ
い
て

─　　─1

は
じ
め
に

　

明
治
・
大
正
を
通
じ
て
独
自
の
突
出
し
た
存
在
感
を
放
っ
た
文
人
で
あ
り
、
画
家
で
あ
り
、
蔵
書
家
で
あ
っ
た
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
七

〜
一
九
二
四
）
の
旧
蔵
書
、
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
が
こ
の
た
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

明
の
釈
宝
成
が
編
集
し
た
『
釈
氏
源
流
』
二
巻
は
、
上
巻
に
釈
迦
伝
に
ま
つ
わ
る
故
事
、
下
巻
に
は
中
国
へ
の
仏
教
の
伝
播
と
普
及
に

ま
つ
わ
る
故
事
を
収
め
る
も
の
で
、
毎
半
葉
に
一
故
事
を
上
図
下
文
の
形
で
説
き
示
す
絵
入
り
本
（
帯
図
本
）
で
あ
る
。
合
計
四
百
余
話

に
の
ぼ
る
故
事
を
各
種
仏
典
等
か
ら
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
時
系
列
に
沿
っ
て
配
列
し
て
「
釈
氏
」
の
「
源
流
」
と
東
漸
を
説
く
本
書
は
、

中
国
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
ア
ジ
ア
漢
字
漢
文
文
化
圏
に
広
が
り
盛
行
し
た
仏
伝
文
学
の
一
中
心
を
な
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
の
伝
播
は
夙
に
図
像
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
各
故
事
に
挿
絵
を
加
え
た
本
書
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や

ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
そ
の
重
刊
の
過
程
は
、
明
と
い
う
時
代
の
寺
院
の
出
版
文
化
の
あ
り
よ
う
を
示
す
具
体
例
と
し
て
も
少
な
か
ら
ぬ
学

術
的
価
値
を
有
す
る
。
一
方
、『
釈
氏
源
流
』
は
そ
の
後
改
編
本
も
作
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
版
が
生
み
出
さ
れ
る
も
の
の
、
日
本
に
お

け
る
伝
本
は
稀
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
明
刊
本
も
、
国
内
で
は
他
に
存
在
が
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
た
び
、
か
つ
て

『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
九
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵

富
岡
鉄
斎
旧
蔵
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
に
つ
い
て

河
　
野
　
貴
美
子
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富
岡
鉄
斎
が
蒐
集
し
手
元
に
置
い
た
そ
の
一
本
が
幸
い
に
し
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。

　

小
論
で
は
、
ま
ず
、『
釈
氏
源
流
』
の
成
立
か
ら
当
該
明
刊
本
に
至
る
版
行
の
経
緯
を
整
理
し
た
う
え
で
、
当
該
明
刊
本
の
書
誌
情
報

を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
後
半
で
は
、
富
岡
鉄
斎
の
蒐
書
を
実
現
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
そ
の
蔵
書
中
に
お
け
る
当
該
『
釈
氏
源
流
』
の

意
義
、
ま
た
富
岡
文
庫
蔵
書
の
入
札
、
売
立
の
情
報
を
含
め
て
、
鉄
斎
旧
蔵
本
が
辿
っ
た
経
緯
を
み
る
。

　

富
岡
鉄
斎
が
暮
ら
し
た
京
都
室
町
通
一
条
下
ル
の
住
居
の
玄
関
に
は
「
不
読
五
千
巻
書
者
無
得
入
此
室
（
五
千
巻
の
書
を
読
ま
ざ
る
者
は

此
の
室
に
入
る
を
得
ず
）」
と
書
か
れ
た
額
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
富
岡
家
と
親
交
の
あ
っ
た
東
洋
学
者
神
田
喜
一
郎
が
紹
介
し
て

い
る１
。
こ
れ
は
富
岡
家
が
所
有
し
て
い
た
清
の
文
人
趙
之
謙
が
揮
毫
し
た
額
を
書
家
の
山
本
竟
山
に
縮
写
さ
せ
て
玄
関
に
掛
け
て
い
た
も

の
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
も
と
は
中
国
南
北
朝
の
学
者
崔
儦
が
書
斎
の
入
口
の
戸
に
張
り
出
し
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る２
。

神
田
喜
一
郎
が
こ
の
額
に
つ
い
て
「
鉄
斎
芸
術
の
本
質
に
も
触
れ
る
重
大
な
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
鉄
斎
に
と
っ

て
蒐
書
と
読
書
は
、
自
ら
の
業
を
支
え
る
基
本
で
あ
り
必
須
の
重
大
事
で
あ
っ
た
さ
ま
が
窺
え
る
。
そ
う
し
た
鉄
斎
と
書
物
の
つ
な
が
り

も
含
め
て
若
干
の
考
察
を
及
ぼ
し
て
み
た
い
。

一
、
明
刊
『
釈
氏
源
流
』

　

こ
の
た
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
の
は
、
明
代
の
北
京
大
興
隆
寺
の
圓
道
に
よ
る
重
刊
本
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
圓

道
重
刊
本
に
至
る
ま
で
の
『
釈
氏
源
流
』
版
行
の
経
緯
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
圓
道
重
刊
本
に
つ
い
て
の
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る３
。

（
１
）
洪
煕
元
年
刊
本
／
正
統
元
年
刊
本
／
成
化
二
十
二
年
刊
本

　
『
釈
氏
源
流
』
の
初
版
本
と
さ
れ
る
の
は
、
蘇
州
西
園
寺
所
蔵
の
版
本
で
あ
る４
。
下
巻
の
第
十
七
話
か
ら
第
百
八
十
七
話
ま
で
の
み
を



早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
に
つ
い
て

─　　─3

残
す
零
本５
で
、
巻
首
や
末
尾
の
刊
記
を
欠
く
が
、
こ
れ
を
覆
刻
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
嘉
靖
三
十
五
年
（
一
五
五
六
）
刊
本
に
よ
っ
て
、

そ
の
原
形
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

嘉
靖
三
十
五
年
刊
本
は
現
在
、
北
京
市
文
物
局
、
台
湾
国
家
図
書
館
、
重
慶
華
岩
寺
覚
初
仏
教
図
書
館
に
所
蔵
が
確
認
で
き
、
そ
の
う

ち
北
京
市
文
物
局
蔵
本
は
影
印
が
出
版
さ
れ
て
い
る６
。
北
京
市
文
物
局
蔵
嘉
靖
三
十
五
年
刊
本
は
、
巻
上
首
に
「
大
報
恩
寺
沙
門
釋 

寶

成 

編
集
」、
巻
上
末
に
「
旹
洪
煕
元
年
歳
在
乙
巳
秋
七
月
解
制
日
四
明
釋 

寶
成 

誌
」
と
あ
り
、
四
明
（
寧
波
）
出
身
で
南
京
大
報
恩
寺

に
属
す
る
釈
宝
成
が
洪
煕
元
年
（
一
四
二
五
）
に
刊
行
し
た
版
本
に
基
づ
く
覆
刻
で
あ
る
。
巻
上
末
に
は
「
嘉
靖
参
拾
伍
年
歳
在
丙
辰
秋

月
吉
旦
釋
浄
用
印
施
」
と
の
刊
記
が
あ
り
、
ま
た
「
廣
東
潮
州
府
僧
綱
司
護
印
浄
用
偕
祀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
覆
刻
本
は
潮
州
の

釈
浄
用
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
巻
下
末
の
木
記
に
は
「
北
京
順
天
府
宛
平
縣
高
佛
寺
二
茶
和
尚
、
信
官
惠
・
潮
分
守
道
魏

紹
芳
、
比
丘
洪
文
發
心
仝
刊
印
施
。
願
見
聞
随
喜
者
、
皆
共
成
佛
道
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
北
京
に
お
い
て
印
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
蔡
穂
玲
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
六
六
四
年
以
後
の
こ
と
と
さ
れ
る７
。
嘉
靖
三
十
五
年
刊
本
の
構
成
は
、
上
下
巻
と
も
に

二
百
話
ず
つ
合
計
四
百
話
を
収
め
、
各
巻
末
に
「
釈
音
」
を
附
す８
。
こ
れ
が
洪
煕
元
年
刊
本
の
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
釈
氏

源
流
』
は
洪
煕
元
年
後
ま
も
な
く
別
の
版
が
重
ね
て
版
行
さ
れ
て
い
る
。
正
統
元
年
刊
本
で
あ
る
。

　

中
国
国
家
図
書
館９
及
び
東
京
・
芝
の
増
上
寺Ａ
に
は
巻
上
に
二
百
六
話
、
巻
下
に
二
百
二
話
、
合
計
四
百
八
話
を
収
め
る
同
版
と
お
ぼ
し

き
『
釈
氏
源
流
』
が
伝
わ
るＢ
。
そ
の
巻
上
末
に
は
「
大
明
永
樂
二
十
年
歳
次
壬
寅
、
檢
閲
、
抄
寫
、
編
集
、
命
善
人
顧
道
珍
書
、
王
恭
畫
、

喩
景
濂
刊
。
又
於
宣
徳
九
年
十
月
命
廬
陵
王
榮
顯
重
刊
。
正
統
元
年
歳
在
丙
辰
、
孟
冬
十
月
吉
日
、
堅
密
室
沙
門
釋
寶
成
題
」
と
の
刊
記

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
永
楽
二
十
年
（
一
四
二
二
）
に
顧
道
珍Ｃ
が
書
し
、
王
恭
が
絵
を
描
き
、
喩
景
濂
に
刊
行
さ
せ
た
も
の
（
洪
煕
元

年
刊
本
）
が
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
宣
徳
九
年
（
一
四
三
四
）
に
王
栄
顕
に
重
刊
を
委
ね
て
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
に

刊
行
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
巻
上
末
に
は
洪
煕
元
年
の
釈
宝
成
の
刊
記
に
続
い
て
「
聚
寶
門
来
賓
樓
姜
家
印
行
」
の
木
記
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が
あ
り
、
ま
た
巻
下
末
に
は
「
大
報
恩
寺
堅
密
室
刊
行　

聚
寶
門
来
賓
樓
姜
普
成
印
施
」
と
あ
る
。
聚
宝
門
は
南
京
城
の
南
の
正
門
で
あ

る
。
鉄
斎
旧
蔵
の
圓
道
重
刊
本
は
、
こ
の
正
統
元
年
刊
本
を
北
京
に
て
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
進
む
前
に
、
成
化
二
十
二
年

刊
本
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
釈
氏
源
流
』
は
明
の
憲
宗
に
よ
る
改
編
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
るＤ
。
こ
れ
は
巻
首
に
成
化
二
十
二
年
（
一
四
八
六
）
八
月
十
五
日
の
「
御

製
釋
氏
源
流
序
」
を
冠
す
る
内
府
刊
本
で
あ
る
。
毎
張
表
に
絵
、
裏
に
文
を
載
せ
る
形
に
改
め
ら
れ
、
全
四
巻
、
合
計
四
百
話
を
収
め
る
。

　

以
上
、
洪
煕
元
年
か
ら
約
六
十
年
の
間
に
『
釈
氏
源
流
』
の
重
刊
、
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
時
は
折
し
も
南
京
か

ら
北
京
へ
の
遷
都
の
時
期
に
あ
た
るＥ
。『
釈
氏
源
流
』
の
刊
行
も
ま
た
、
南
京
か
ら
北
京
へ
と
拠
点
が
移
り
、
や
が
て
比
丘
圓
道
に
よ
る

重
刊
本
が
現
れ
る
。
そ
の
一
本
が
富
岡
鉄
斎
の
手
を
経
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
『
釈
氏
源
流
』
圓
道
重
刊
本

　

圓
道
重
刊
本
は
、
巻
上
に
二
百
六
話
、
巻
下
に
二
百
二
話
を
収
め
、
そ
の
各
題
目
や
体
式
も
正
統
元
年
刊
本
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

正
統
元
年
刊
本
の
覆
刻
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
大
英
図
書
館Ｆ
及
び
中
国
・
首
都
図
書
館Ｇ
に
同
版
が
存
す
る
が
、
日
本

に
は
他
に
伝
本
は
確
認
で
き
な
い
。
以
下
、
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
『
釈
氏
源
流
』
圓
道
重
刊
本
の
基
本
的
な
書
誌
を
記
す
（〔　

〕
内
は
推
定
）。

釈
氏
源
流
二
巻　
　

六
冊　
　

ハ
４ 

６

２

０

９

〔
明
〕〔
釈
宝
成
〕
撰

〔
明
代
後
期
〕
刊
（
大
興
隆
寺
比
丘
圓
道
重
刊
、
衍
法
寺
比
丘
本
讃
印
）　

覆
明
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
刊
本　

帯
図
本　

富
岡
鉄
斎

旧
蔵
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後
補
薄
茶
色
無
文
表
紙
（
三
六
・
一
×
二
一
・
五
糎
）【
図
１

】、
線
装
、
包
角
、
本
文
白
紙
、
裏
打
修
補
、

副
葉
。

　

首
に
王
勃
の
文
（
首
欠
、
存
一
張
、
四
周
双
辺
、
無
界
、
半
葉
十
二
行
、
毎
行
二
十
二
字
、
有
圏
点
、
版
心
中

縫
部
「
釋
氏
源
流
﹇　

﹈」、
末
に
「
唐　

博
士
太
原
王　

勃
撰
」
と
あ
る
）
を
存
す
【
図
２

・
図
３

】。
大
英

図
書
館
蔵
本
に
照
ら
す
と
、
王
勃
「
釈
迦
如
来
成
道
応
化
事
蹟
記
」
四
張
の
う
ち
の
末
一
張
に
あ
た
る

も
の
で
あ
る
。
王
勃
は
初
唐
の
詩
人
。「
釈
迦
如
来
成
道
応
化
事
蹟
記
」
は
、
仏
の
誕
生
か
ら
入
滅
、

そ
し
て
中
国
へ
の
仏
教
伝
播
を
説
く
文
と
銘
か
ら
成
る
。
な
お
大
英
図
書
館
蔵
本
首
に
は
王
勃
「
釈
迦

如
来
成
道
応
化
事
蹟
記
」
の
前
に
憲
宗
の
「
御
製
釋
氏
源
流
序
」
を
も
附
すＨ
が
、
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
本
に

も
「
御
製
釋
氏
源
流
序
」
が
存
し
た
か
否
か
は
不
明
。

　

四
周
双
辺
二
層
（
二
八
・
五
×
一
七
・
六
糎
、
上
層
一
三
・
七
×
一
七
・
六
糎
、
下
層
一
四
・
三
×
一
七
・
六

糎
）、
上
図
下
文
、
下
層
右
に
界
（
跨
行
）
を
引
き
四
字
の
題
及
び
小
字
に
て
話
番
号
を
記
す
【
図
３

】。

ま
た
話
番
号
下
に
稀
に
施
主
者
名
を
刻
す
（
第
一
冊
巻
上
・
二
一
に
「
宣
武
門
信
官
肖
通
施
財
刊
板
一
塊
」、

同
・
二
二
に
「
信
官
肖
通
刊
板
」、
同
・
四
九
及
び
五
○
に
「
慈
仁
寺
圓
貴
刊
」【
図
４

】、
同
・
五
一
に
「
慈
仁
寺

僧
徳
通
」、
同
・
五
二
に
「
僧
徳
通
同
母
郭
氏
」
と
あ
るＩ
）。
本
文
無
界
、
毎
半
葉
十
八
行
、
毎
行
十
六
字
、

有
圏
点
。
版
心
粗
黒
口
、
双
黒
魚
尾
（
対
向
）、
中
縫
部
に
題
「
釋
氏
源
流
巻
幾
」、
張
数
を
刻
す
。
本

文
は
稀
に
板
木
の
欠
損
、
埋
め
木
等
の
修
補
が
み
ら
れ
る
。
巻
尾
題
「
釋
氏
源
流
巻
幾
」【
図
５

】。
本

文
に
次
い
で
「
釋
音
」
を
附
す
（
各
巻
一
張
、
四
周
双
辺
、
有
界
、
半
葉
十
二
行
、
毎
行
二
十
二
字
、
低
一
格

【図１】　表紙



─　　─6

【図２】　第一冊首

【図３】　第一冊巻上首
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【図４】　第一冊　巻上第五十・第五十一　施主者名

【図５】　第三冊　巻上尾題
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に
て
釋
音
対
象
字
を
掲
出
の
後
、
小
字
双
行
に
て
釋
音
を
記
す
）。
毎
冊
の
張
数
は
以
下
の
通
り
。

第
一
冊
（
三
十
七
張
）
王
勃
「
釋
迦
如
來
成
道
應
化
事
蹟
記
」
末
尾
一
張
及
び
巻
上
・
一
〜
七
二

第
二
冊
（
三
十
七
張
）
巻
上
・
七
三
〜
一
四
六

第
三
冊
（
三
十
一
張
）
巻
上
・
一
四
七
〜
二
○
六
及
び
「
上
巻
釋
音
」

第
四
冊
（
三
十
四
張
）
巻
下
・
三
〜
七
二
（
首
（
一
・
二
）
及
び
一
張
（
五
七
・
五
八
）
欠
）

第
五
冊
（
三
十
張
）　

巻
下
・
七
三
〜
一
三
二

第
六
冊
（
三
十
四
張
）
巻
下
・
一
三
三
〜
二
○
二
（
二
張
（
一
六
三
・
一
六
四
、
一
八
一
・
一
八
二
）
欠
）
及
び
「
下
巻
釋
音
」

　

ま
た
上
下
二
巻
所
収
の
各
話
の
題
と
話
番
号
は
左
の
通
り
。
落
張
部
分
の
題
は
正
統
元
年
刊
本
（
正
）
で
補
い
、
嘉
靖
三
十
五
年
刊
本

（
嘉
）
と
の
相
違
は
注
記
を
施
し
た
。

巻
上

　

1 

買
花
供
佛
1  

 

　

2 

上
託
兜
率
2  

 
　

3 

瞿
曇
貴
姓
3  

 

　

4 

浄
飯
聖
王
4  

 

　

5 

摩
耶
託
夢
５

　

6 

樹
下
誕
生
6  

 

　

7 

従
園
還
城
7  

 
　

8 
仙
人
占
相
８  

 

　

9 

大
赦
修
福
9  

 
 10 

姨
母
養
育

 11 

往
謁
天
祠 
 
 
 12 

園
林
嬉
戯 

 
 
 13 

習
学
書
数 

 
 
 14 

講
演
武
芸 

 
 
 15 

太
子
灌
頂

 16 

遊
観
農
務 
 
 
 17 

諸
王
捔
力 

 
 
 18 

悉
達
納
妃 

 
 
 19 

五
欲
娯
楽 

 
 
 20 

空
声
警
策

 21 

飯
王
応
夢 

 
 
 22 

路
逢
老
人 

 
 
 23 

道
見
病
臥 

 
 
 24 

路
睹
死
屍 

 
 
 25 

得
遇
沙
門

 26 

耶
輸
応
夢 

 
 
 27 

初
啓
出
家 

 
 
 28 

夜
半
踰
城 

 
 
 29 

金
刀
落
髪 

 
 
 30 

車
匿
辞
還

 31 

車
匿
還
宮 

 
 
 32 

詰
問
林
僊 

 
 
 33 

勧
請
廻
宮 

 
 
 34 

調
伏
二
僊 

 
 
 35 

六
年
苦
行

 36 

遠
餉
資
糧 

 
 
 37 

牧
女
乳
糜 

 
 
 38 

襌
河
澡
浴 

 
 
 39 

帝
釈
献
衣 

 
 
 40 

詣
菩
提
場
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 41 

天
人
献
草 

 
 
 42 

龍
王
讃
歎 

 
 
 43 

坐
菩
提
座 

 
 
 44 

魔
王
得
夢 

 
 
 45 

魔
子
諌
父

 46 

魔
女
妶
媚 

 
 
 47 

魔
軍
拒
戦 

 
 
 48 

魔
衆
拽
瓶 

 
 
 49 

地
神
作
証 

 
 
 50 

魔
子
懺
悔

 51 
菩
薩
降
魔 

 
 
 52 

成
〔
等
正
〕
覚
10  

 53 

諸
天
讃
賀 
 
 
 54 

華
厳
大
法 

 
 
 55 

観
菩
提
樹

 56 
龍
宮
入
定 

 
 
 57 

林
間
宴
坐 

 
 
 58 

四
王
献
鉢 
 
 
 59 

二
商
奉
食 

 
 
 60 

梵
天
勧
請

 61 

転
妙
法
輪 

 
 
 62 

度
富
楼
那 

 
 
 63 

仙
人
求
度 

 
 
 64 

船
師
悔
責 

 
 
 65 

耶
舎
得
度

 66 

降
伏
火
龍 

 
 
 67 

急
流
分
断 

 
 
 68 

棄
除
祭
器 

 
 
 69 

竹
園
精
舎 

 
 
 70 

領
徒
投
仏

 71 

迦
葉
求
度 

 
 
 72 

假
孕
謗
仏 

 
 
 73 

請
佛
還
国 

 
 
 74 

認
子
釈
疑 

 
 
 75 

度
弟
難
陀

 76 

羅
睺
出
家 

 
 
 77 

須
達
見
仏 
 
 
 78 

布
金
買
地 

 
 
 79 

玉
耶
受
訓 

 
 
 80 

漁
人
求
度

 81 

月
光
諌
父 

 
 
 82 

申
日
毒
飯 
 
 
 83 

仏
化
無
悩 

 
 
 84 

降
伏
六
師 

 
 
 85 

持
剣
害
仏

 86 

仏
救
尼
揵 

 
 
 87 

初
建
戒
壇 

 
 
 88 

敷
宣
戒
法 

 
 
 89 

姨
母
求
度 

 
 
 90 

度
跋
陀
女

 91 

再
還
本
国 

 
 
 92 

為
王
説
法 

 
 
 93 

仏
留
影
像 

 
 
 94 

度
諸
釈
種 

 
 
 95 

降
伏
毒
龍

 96 

化
諸
婬
女 

 
 
 97 

阿
難
索
乳 

 
 
 98 

調
伏
酔
象 

 
 
 99 

張
弓
害
仏 

 
 
100 

仏
化
盧
志

101 

貧
公
見
仏 
 
 
102 

老
人
出
家 

 
 
103 

醜
女
改
容 

 
 
104 

夫
人
満
願 

 
 
105 

鸚
鵡
請
仏

106 

悪
牛
蒙
度 
 
 
107 

白
狗
吠
仏 

 
 
108 

火
中
取
子 

 
 
109 

見
仏
生
信 

 
 
110 

因
婦
得
度

111 

盲
児
見
仏 

 
 
112 

老
婢
得
度 

 
 
113 

勧
親
請
仏 

 
 
114 

嘱
児
飯
仏 

 
 
115 

貸
銭
辦
食

116 

老
乞
遇
仏 

 
 
117 

説
苦
仏
来 

 
 
118 

談
楽
仏
至 

 
 
119 

祀
天
遇
仏 

 
 
120 

仏
度
屠
児

121 

度
網
漁
人 

 
 
122 

度
捕
猟
人 

 
 
123 

仏
化
醜
児 

 
 
124 

救
度
賊
人 

 
 
125 

度
除
糞
人

126 

施
食
縁
起 

 
 
127 

目
連
救
母 

 
 
128 

仏
救
嬰
児 

 
 
129 

金
剛
請
食 

 
 
130 

鬼
母
尋
子
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131 

小
児
施
土 

 
 
132 

楊
枝
浄
水 

 
 
133 

採
花
献
仏 

 
 
134 

燃
灯
不
滅 

 
 
135 

造
幡
供
仏

136 

施
衣
得
記 

 
 
137 

衣
救
龍
難 

 
 
138 

説
呪
消
災 

 
 
139 

証
明
説
呪 

 
 
140 

龍
宮
説
法

141 
天
龍
雲
集 

 
 
142 

仏
讃
地
蔵 

 
 
143 

勝
光
問
法 
 
 
144 

維
摩
示
疾 

 
 
145 

文
殊
問
疾

146 
金
鼓
懺
悔 

 
 
147 

楞
伽
説
経 

 
 
148 

圓
覚
三
観 
 
 
149 

楞
厳
大
定 

 
 
150 

般
若
真
空

151 

付
嘱
国
王 

 
 
152 

法
華
妙
典 

 
 
153 

飯
王
得
病 

 
 
154 

仏
還
覲
父 

 
 
155 

殯
送
父
王

156 

仏
救
釈
種 

 
 
157 

為
母
説
法 

 
 
158 

最
初
造
像 

 
 
159 

浴
仏
形
像 

 
 
160 

姨
母
涅
槃

161 

請
仏
入
滅 

 
 
162 

仏
指
移
石 

 
 
163 

嘱
分
舎
利 

 
 
164 

付
嘱
諸
天 

 
 
165 

付
嘱
龍
王

166 

請
仏
住
世 

 
 
167 

天
龍
悲
泣 
 
 
168 

魔
王
説
呪 

 
 
169 

純
陀
後
供 

 
 
170 

度
須
跋
陀

171 

仏
現
金
剛 

 
 
172 

如
来
懸
記 
 
 
173 

最
後
垂
訓 

 
 
174 

臨
終
遺
教 

 
 
175 

荼
毘
法
則

176 

造
塔
法
式 

 
 
177 

応
尽
還
源 

 
 
178 

双
林
入
滅 

 
 
179 

金
剛
哀
恋 

 
 
180 

仏
母
得
夢

181 

昇
天
報
母 

 
 
182 

仏
母
散
花 

 
 
183 

仏
従
棺
起 

 
 
184 

金
棺
不
動 

 
 
185 

金
棺
自
挙

186 

仏
現
双
足 

 
 
187 

凡
火
不
然 

 
 
188 

聖
火
自
焚 

 
 
189 

均
分
舎
利 

 
 
190 

結
集
法
蔵

191 

育
王
起
塔 
 
 
192 

育
王
得
珠 

 
 
193 

迦
葉
付
法 

 
 
194 

迦
葉
入
定 

 
 
195 

商
那
受
法

196 

毱
多
籌
筭 
 
 
197 

蜜
多
持
幡 

 
 
198 

馬
鳴
辞
屈 

 
 
199 

龍
樹
造
論 

 
 
200 

提
婆
鑿
眸
11

201 

天
親
造
論
12  

 
202 

神
僧
応
供
13  

 
203 

十
大
明
王
14  

 
204 

護
法
諸
天
15  

 
205 

師
子
伝
法
16

206 

達
磨
西
来
17

巻
下

　

1 

欠
〔
諸
祖
遺
芳
〕
18  

　

2 

欠
〔
仏
先
現
瑞
〕
19  

　

3 

〔
梓
潼
聞
仏
〕
20  

 

　

4 
列
子
議
聖 

 
 

　

5 

梓
潼
遇
仏
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6 

明
帝
感
夢 

 
 

　

7 

比
法
焚
経 

 
 

　

8 

漢
書
論
仏 

 
 

　

9 

䢼
亭
度
蟒 

 
 
 10 

牟
子
理
惑

 11 

康
僧
舎
利 

 
 
 12 

三
教
優
劣 

 
 
 13 

善
悪
報
応 

 
 
 14 

鄮
山
舎
利 

 
 
 15 

耆
域
治
病

 16 
図
澄
神
異 

 
 
 17 

道
進
忠
直 

 
 
 18 

浮
江
石
像 
 
 
 19 

支
遁
誡
勖 

 
 
 20 

道
安
遠
識

 21 
法
開
医
術 

 
 
 22 

曇
猷
度
蟒 

 
 
 23 

慧
永
伏
虎 
 
 
 24 

虎
渓
三
笑 

 
 
 25 

羅
什
訳
経

 26 

道
融
捔
法 

 
 
 27 

竪
石
点
頭 

 
 
 28 

木
杯
渡
水 

 
 
 29 

文
帝
問
法 

 
 
 30 

文
帝
論
法

 31 

夢
中
易
首 

 
 
 32 

僧
亮
取
銅 

 
 
 33 

剣
斫
不
傷 

 
 
 34 

採
乳
遇
難 

 
 
 35 

宝
誌
事
蹟

 36 

捨
道
奉
仏 

 
 
 37 

梁
皇
懺
法 

 
 
 38 

水
陸
縁
起 

 
 
 39 

栴
檀
仏
像 

 
 
 40 

法
蔵
縁
起

 41 

天
雨
宝
華 

 
 
 42 

慧
約
説
戒
21  
 
 43 

礼
懺
除
愆 

 
 
 44 

誦
経
延
寿 

 
 
 45 

法
聡
伏
虎

 46 

達
磨
渡
江 

 
 
 47 

立
雪
斉
腰 
 
 
 48 

接
駕
釈
冤 

 
 
 49 

罷
道
為
僧 

 
 
 50 

焼
毀
仙
書

 51 

誦
経
免
死 

 
 
 52 

誦
経
免
難 

 
 
 53 

恵
恭
虔
誦 

 
 
 54 

僧
実
救
難 

 
 
 55 

面
陳
邪
正

 56 

吐
肉
飛
鳴 

 
 
 57 

欠
〔
僧
璨
求
法
〕
22  

 58 

欠
〔
慧
思
妙
悟
〕
23  

 59 

妙
悟
法
華 

 
 
 60 

七
詔
還
都

 61 

恵
布
度
生 

 
 
 62 

霊
蔵
度
僧 

 
 
 63 

諸
州
起
塔 

 
 
 64 

晋
王
受
戒 

 
 
 65 

勧
度
僧
尼

 66 

棄
財
為
僧 
 
 
 67 

受
戒
行
慈
24  

 
 68 

清
渓
成
地 

 
 
 69 

智
璪
見
龍 

 
 
 70 

智
興
扣
鐘

 71 

玄
琬
勧
誡 
 
 
 72 

三
詔
不
赴 

 
 
 73 

法
琳
対
詔 

 
 
 74 

慧
乗
対
詔 

 
 
 75 

著
内
徳
論

 76 

法
融
馴
獣 

 
 
 77 

道
像
摧
毀 

 
 
 78 

智
実
上
諌 

 
 
 79 

黄
巾
誣
謗 

 
 
 80 

法
順
祈
雨

 81 

通
慧
神
異 

 
 
 82 

慈
蔵
感
禽 

 
 
 83 

国
清
三
聖 

 
 
 84 

勧
修
浄
業 

 
 
 85 

玄
奘
取
経

 86 

窺
基
三
車 

 
 
 87 

宝
掌
千
歳 

 
 
 88 

法
冲
化
糧 

 
 
 89 

天
人
侍
衛 

 
 
 90 

上
表
不
拝

 91 

儀
文
行
布 

 
 
 92 

泗
州
僧
伽 

 
 
 93 

万
里
日
廻
25  

 
 94 

七
歳
伝
衣
26  

 
 95 

遠
礼
文
殊
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 96 

義
浄
訳
経 

 
 
 97 

製
無
尽
灯 

 
 
 98 

還
国
伝
法 

 
 
 99 

北
宗
神
秀 

 
 
100 

南
派
慧
能

101 

詔
迎
六
祖 

 
 
102 

勅
禁
偽
経 

 
 
103 

岳
神
受
戒 

 
 
104 

曇
璀
遁
跡 

 
 
105 

頓
悟
法
華

106 
道
岸
説
戒
27  

 
107 

華
厳
度
蟒 

 
 
108 

曹
渓
一
宿 
 
 
109 

処
寂
高
潔 

 
 
110 

帝
問
仏
恩

111 
立
壇
祈
雨 

 
 
112 

勧
修
浄
土 

 
 
113 

通
玄
造
論 
 
 
114 

一
行
造
暦 

 
 
115 

無
畏
祈
雨

116 

説
法
破
竈 

 
 
117 

行
思
伝
法 

 
 
118 

蓮
灯
満
谷 

 
 
119 

懐
譲
救
僧 

 
 
120 

子
鄰
救
母

121 

神
会
南
参 

 
 
122 

左
渓
遁
跡 

 
 
123 

金
台
迎
接 

 
 
124 

天
兵
護
国 

 
 
125 

公
主
祈
嗣

126 

中
使
問
道 

 
 
127 

放
光
入
定 

 
 
128 

希
遷
夢
亀 

 
 
129 

待
鵲
移
巣 

 
 
130 

山
神
献
地

131 

龍
母
湧
泉 

 
 
132 

飛
錫
卜
地 
 
 
133 

南
陽
国
師 

 
 
134 

慧
聞
鋳
仏 

 
 
135 

粛
宗
応
夢

136 

懶
瓚
食
残 

 
 
137 

山
翁
指
示 
 
 
138 

自
覚
祈
雨 

 
 
139 

問
法
文
殊 

 
 
140 

指
往
径
山

141 

毀
僧
感
報 

 
 
142 

僧
道
角
法 

 
 
143 

誦
偈
出
獄 

 
 
144 

神
人
捨
地 

 
 
145 

懐
空
去
虎

146 

武
侯
後
身 

 
 
147 

神
暄
持
呪 

 
 
148 

三
生
相
遇 

 
 
149 

百
丈
清
規 

 
 
150 

裴
休
贈
詩

151 

併
息
詩
書 

 
 
152 

澄
観
造
疏 

 
 
153 

湛
然
止
観 

 
 
154 

少
康
念
仏 

 
 
155 

李
渤
参
問

156 

全
家
悟
道 
 
 
157 

無
業
頓
悟 

 
 
158 

李
翺
参
問 

 
 
159 

智
辯
結
縁 

 
 
160 

隠
峰
解
陣

161 

宗
密
造
疏 
 
 
162 

観
音
顕
化 

 
 
163 

欠
〔
韓
愈
参
問
〕
28  

164 

欠
〔
楽
天
参
問
〕
29  

165 

文
帝
嗜
蛤

166 

船
子
和
尚 

 
 
167 

山
神
種
菜 

 
 
168 

知
玄
直
諌 

 
 
169 

捨
宅
為
寺 

 
 
170 

悟
達
洗
冤

171 

従
礼
祈
雨 

 
 
172 

甯
師
食
荷 

 
 
173 

二
王
問
法 

 
 
174 

洞
賓
参
問 

 
 
175 

閩
王
問
道

176 

長
汀
布
袋 

 
 
177 

為
僧
報
父 

 
 
178 

勧
停
沙
汰 

 
 
179 

聞
法
頓
悟 

 
 
180 

延
寿
放
生

181 

欠
〔
螺
渓
興
教
〕
30  

182 

欠
〔
懇
留
利
生
〕
31  

183 

四
明
中
興 

 
 
184 

警
欧
陽
修 

 
 
185 

御
前
陞
座
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186 

進
輔
教
篇 

 
 
187 

聞
雷
悟
道 

 
 
188 

北
邙
山
行 

 
 
189 

草
衣
文
殊 

 
 
190 

著
護
法
論

191 

飯
僧
䞋
金 

 
 
192 

天
母
護
身 

 
 
193 

普
庵
禅
師 

 
 
194 

真
武
施
巾 

 
 
195 

金
光
明
懺

196 
慧
遠
入
対 

 
 
197 

上
問
三
教 

 
 
198 

僧
道
辯
論 
 
 
199 

勅
焼
道
経 

 
 
200 

胆
巴
国
師
32

201 
普
応
国
師
33  

 
202 

善
世
禅
師
34

注
記
：
１
嘉
・
上
二
「
如
来
因
地
」
と
同
話
。
２
嘉
・
上
三
。
３
嘉
・
上
四
。
４
嘉
・
上
五
。
５
嘉
・
上
六
。
６
嘉
・
上
七
。
７
嘉
・
上
八
。
８
嘉
・
上
九
。

９
嘉
ナ
シ
。
10
正
・
上
五
二
「
成
等
正
覚
」。
11
嘉
ナ
シ
。
12
嘉
ナ
シ
。
13
嘉
ナ
シ
。
14
嘉
ナ
シ
。
15
嘉
ナ
シ
。
16
嘉
・
上
二
〇
〇
。
17
嘉
ナ
シ
。
18
正
・

下
一
「
諸
祖
遺
芳
」。
19
正
・
下
二
「
仏
先
現
瑞
」。
20
画
の
み
存
。
正
・
下
三
「
梓
潼
聞
仏
」。
21
嘉
・
下
四
二
「
梁
皇
受
戒
」。
22
正
・
下
五
七
「
僧

璨
求
法
」。
23
正
・
下
五
八
「
慧
思
妙
悟
」。
24
嘉
・
下
六
七
「
毒
酒
不
死
」。
25
話
番
号
「
九
十
四
」
と
す
る
。
26
話
番
号
「
九
十
五
」
と
す
る
。
27
嘉
・

下
一
〇
六
「
和
帝
受
戒
」。
28
正
・
下
一
六
三
「
韓
愈
参
問
」。
29
正
・
下
一
六
四
「
楽
天
参
問
」。
30
正
・
下
一
八
一
「
螺
渓
興
教
」。
31
正
・
下
一
八

二
「
懇
留
利
生
」。
32
話
番
号
「
一
百
末
」
と
す
る
。
33
話
番
号
「
一
百
一
」
と
す
る
。
嘉
ナ
シ
。
34
話
番
号
「
一
百
二
」
と
す
る
。
嘉
ナ
シ
。

　

次
に
刊
行
の
経
緯
を
み
る
。
巻
上
末
「
釋
音
」
の
前
に
「
如
来
應
跡
投
縁
、
随
機
闡
教
。
化
啓
憍
陳
、
道
終
須
跋
。
漢
明
感
夢
、
靈
應

弥
彰
。
諸
祖
継
出
、
弘
揚
此
道
、
文
積
巨
万
、
簡
累
大
千
、
像
法
浸
末
、
信
樂
弥
衰
、
文
句
浩
漫
、
尠
能
該
覽
。
俻
抄
衆
典
、
顯
證
深
文
、

控
會
神
宗
。
辝
畧
意
暁
、
標
題
圖
畫
、
取
則
成
䂓
、
目
曰
釋
氏
源
流
。
募
縁
鋟
梓
、
用
廣
流
通
、
使
見
聞
者
、
可
不
勞
而
愽
矣
。（
如
来

応
跡
投
縁
し
、
随
機
闡
教
す
。
化
を
憍
陳
に
啓
き
、
道
を
須
跋
に
終
ふ
。
漢
明
夢
に
感
じ
て
、
霊
応
弥
い
よ
彰
ら
か
な
り
。
諸
祖
継
出
し
、
此
の
道
を
弘

揚
し
、
文
は
巨
万
を
積
み
、
簡
は
大
千
を
累
ぬ
れ
ど
も
、
像
法
末
を
浸
し
、
信
楽
弥
い
よ
衰
へ
、
文
句
浩
漫
に
し
て
、
能
く
該
覧
す
る
も
の
尠
し
。
衆
典

を
備
抄
し
、
深
文
を
顕
証
し
、
神
宗
を
控
会
す
。
辞
略
に
し
て
意
暁
さ
ん
と
し
て
、
標
題
図
画
、
則
を
取
り
て
規
と
成
し
、
目
し
て
釈
氏
源
流
と
曰
ふ
。

縁
を
募
り
て
鋟
梓
し
、
用
て
広
く
流
通
せ
し
め
、
見
聞
す
る
者
を
し
て
、
労
せ
ず
し
て
博
す
べ
か
ら
し
め
ん
）」
と
、
正
統
元
年
刊
本
の
刊
語
を
そ
の

ま
ま
載
せ
る
が
、
こ
れ
に
続
い
て
「
旹
洪
煕
元
年
歳
在
乙
巳
秋
七
月
解
制
日
四
明
釋 
寶
成 

誌
」
と
あ
っ
た
刊
記
部
分
は
削
除
し
、「
上
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巻
釋
音
」
に
直
接
続
く
。

　
「
上
巻
釋
音
」
に
次
い
で
空
一
行
の
後
、
行
内
に
双
黒
魚
尾
（
行
末
）
を
附
し
「
板
在
阜
成
関
外
衍
法
寺
西
方
丈
比
丘
本
讃
印
行
」
と

の
刊
記
が
あ
る
【
図
６

】。

　

巻
下
も
本
文
に
次
い
で
「
釋
音
」（
一
張
）
を
附
す
。
そ
の
首
に
「
下
巻
釋
音
」
と
題
し
、
次
い
で
小
字
双
行
に
て
「
伏
願
施
財
衆
善

人
等
見
存
獲
福
幽
顯
蒙
恩
世
出
世
間
福
徳
智
恵
在
／
佛
光
中
吉
祥
如
意
（
空
三
格
）
大
興
隆
寺
募
縁
比
丘
圓
道
發
心
重
刊
（
伏
し
て
願
は
く

は
財
を
衆
善
の
人
等
に
施
し
、
見
存
に
獲
福
し
、
幽
顕
に
恩
を
蒙
り
、
世
出
世
間
に
福
徳
智
恵
あ
り
、
仏
光
中
に
在
り
て
吉
祥
如
意
な
ら
ん
こ
と
を
（
空

三
格
）
大
興
隆
寺
募
縁
比
丘
圓
道
発
心
重
刊
）」
と
の
刊
記
が
あ
る
【
図
７

】。

　

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
当
該
の
版
本
は
、
大
興
隆
寺
の
比
丘
圓
道
が
寄
付
を
募
り
重
刊
し
た
板
木
を
用
い
て
、
衍
法
寺
の
比
丘
本
讃
が
印

刷
刊
行
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
大
興
隆
寺
、
衍
法
寺
、
そ
し
て
施
主
者
が
属
す
る
寺
と
し
て
名
が
み
え
る
慈
仁
寺
は
、
い
ず
れ
も

現
在
の
北
京
市
西
城
区
に
存
し
た
寺
院
で
あ
るＪ
。

　

圓
道
と
い
う
比
丘
の
詳
細
は
知
ら
れ
な
い
が
、
大
興
隆
寺
は
金
代
の
創
建
で
、
慶
寿
寺
と
も
称
し
、
明
の
正
統
十
三
年
（
一
四
四
八
）

に
修
築
さ
れ
大
興
隆
寺
と
名
を
改
め
た
寺
院
で
あ
るＫ
。『
中
国
古
籍
総
目
』
に
よ
れ
ば
、
明
天
順
六
年
（
一
四
六
二
）
の
大
興
隆
寺
刻
本
「
古

清
涼
伝
二
巻 

広
清
涼
伝
三
巻 

続
清
涼
伝
二
巻 

成
道
記
一
巻 
補
陀
洛
迦
山
伝
一
巻
」
が
存
す
るＬ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
書
物
の
出
版
に

関
し
て
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
衍
法
寺
で
あ
る
。『
中
国
古
籍
総
目
』
に
は
、
衍
法
寺
の
本
讃
（
本
賛
）
が
関
与
し
た
書
物
が
複
数
掲
げ

ら
れ
て
い
るＭ
。

・
大
明
正
徳
乙
亥
重
刊
改
併
五
音
類
聚
四
声
篇
十
五
巻
附
五
音
集
韻
十
五
巻　

金
韓
道
昭
撰

明
正
徳
十
一
年
金
台
衍
法
寺
釈
覚
恒
募
刻
嘉
靖
三
十
八
年
釈
本
賛
重
修
本

・
新
編
経
史
正
音
切
韻
指
南
一
巻　

元
劉
鑑
撰
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【図６】　第三冊　巻上刊記

【図７】　第六冊　巻下刊記
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明
正
徳
十
一
年
金
台
衍
法
寺
釈
覚
恒
募
刻
嘉
靖
三
十
八
年
釈
本
賛
重
修
本

・
新
編
経
史
正
音
切
韻
指
南
一
巻　

元
劉
鑑
撰

明
嘉
靖
四
十
三
年
金
台
衍
法
寺
釈
本
賛
刻
本

・
新
編
篇
韻
貫
珠
集
八
巻　

明
釈
真
空
撰

明
正
徳
十
一
年
金
台
衍
法
寺
釈
覚
恒
募
刻
嘉
靖
三
十
八
年
釈
本
賛
重
修
本

・
直
指
玉
鑰
匙
門
法
一
巻　

明
釈
真
空
輯

明
正
徳
十
一
年
金
台
衍
法
寺
釈
覚
恒
募
刻
嘉
靖
三
十
八
年
釈
本
賛
重
修
本
（
以
上
経
部
・
小
学
類
・
音
韻
之
属Ｎ
）

・
仏
説
盂
蘭
盆
経
疏
孝
衡
疏
﹇
鈔
﹈
二
巻　

宋
釈
遇
栄
輯

明
万
暦
十
四
年
衍
法
寺
釈
本
讃
等
刻
本

・
教
乗
法
数
十
二
巻　

明
釈
圓
瀞
撰

明
宣
徳
六
年
刻
隆
慶
二
年
京
都
衍
法
寺
釈
本
讃
修
補
本
（
以
上
子
部
・
釈
家
類
・
撰
述
之
属Ｏ
）

　

衍
法
寺
僧
の
本
讃
は
嘉
靖
三
十
八
年
（
一
五
五
九
）
か
ら
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）
頃
に
か
け
て
、
複
数
の
書
籍
の
出
版
に
関
わ
っ
た

人
物
で
あ
り
、
圓
道
重
刊
『
釈
氏
源
流
』
の
印
行
も
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
加
え
て
注
目
す
べ
き
は
、

右
の
書
目
の
内
、
明
の
釈
真
空
の
撰
と
さ
れ
る
『
新
編
篇
韻
貫
珠
集
』
と
『
直
指
玉
鑰
匙
門
法
』
で
あ
る
。
明
・
高
儒
の
『
百
川
書
志
』

巻
二
・
経
・
小
学
は
こ
の
二
書
の
撰
者
に
つ
い
て
「
皇
明
大
慈
仁
寺
沙
門
清
泉
真
空
撰
」
と
著
録
し
て
い
るＰ
。
大
興
隆
寺
、
衍
法
寺
、
そ

し
て
慈
仁
寺
と
い
う
近
接
す
る
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
書
物
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
お
り
、
当
該
『
釈
氏
源
流
』
も
そ
う
し
た
環
境
に

お
い
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

慈
仁
寺
は
遼
代
の
創
建
に
な
る
寺
院
で
あ
る
が
、
成
化
二
年
（
一
四
六
六
）
に
は
憲
宗
が
皇
太
后
の
祝
釐
の
た
め
に
重
修
を
行
い
、
そ
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の
経
緯
を
記
す
「
御
製
大
慈
仁
寺
碑
」
も
現
存
し
て
い
るＱ
。
そ
の
憲
宗
が
『
釈
氏
源
流
』
を
重
視
し
、
自
ら
序
を
付
し
て
改
編
本
を
刊
行

し
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
鉄
斎
旧
蔵
『
釈
氏
源
流
』
は
巻
上
冒
頭
を
欠
き
、
そ
こ
に
憲
宗
の
序
が
存
し
て
い
た
か
ど
う
か

は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
大
英
図
書
館
所
蔵
の
圓
道
重
刊
本
の
冒
頭
に
は
憲
宗
の
序
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
憲
宗
の
後
、
嘉
靖

年
間
に
は
世
宗
に
よ
る
仏
教
排
斥
が
あ
り
、
圓
道
が
属
し
た
大
興
隆
寺
は
嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
に
火
災
に
も
遭
い
、
そ
の
翌
年
、

詔
に
よ
り
寺
は
廃
さ
れ
講
武
堂
（
射
場
）
に
改
め
ら
れ
て
い
るＲ
。
圓
道
重
刊
本
が
憲
宗
の
序
を
加
え
る
の
は
、
仏
教
を
信
じ
慈
仁
寺
な
ど

北
京
の
寺
院
を
厚
く
支
援
し
た
憲
宗
の
世
を
称
え
慕
う
意
図
も
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
明
代
の
北
京
の
寺
院
で
版
行
さ
れ
た
こ
の
圓
道
重
刊
本
『
釈
氏
源
流
』
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
こ
の
鉄
斎
旧
蔵
本

の
他
に
は
、
大
英
図
書
館
、
首
都
図
書
館
に
所
蔵
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
り
、
刊
行
以
後
ど
の
程
度
普
及
し
た
も
の
か
、
詳
し
く
は
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
情
報
は
、
圓
道
重
刊
本
が
後
世
の
『
釈
氏
源
流
』
の
流
布
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、
貢
献
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

一
つ
は
、
一
六
四
八
年
に
朝
鮮
禅
雲
寺
で
開
板
さ
れ
た
朝
鮮
版
『
釈
氏
源
流Ｓ
』
で
、
上
図
下
文
の
形
を
留
め
る
こ
の
版
本
の
巻
上
首
の

内
題
下
に
は
「
大
興
隆
寺
（
空
四
格
）
發
心
刊
施
流
通
」
と
の
刊
記
が
存
す
る
。
大
興
隆
寺
圓
道
の
重
刊
本
を
元
と
す
る
朝
鮮
版
が
作
成

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
首
に
存
す
る
崇
禎
後
戊
子
（
一
六
四
八
）
の
河
浩
然
の
序
に
は
、
こ
の
朝
鮮
版
は
松

雲
師
（
松
雲
惟
政
（
一
五
四
四
〜
一
六
一
〇
））
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
伝
本
を
元
に
刊
行
し
た
も
の
と
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
お
りＴ
、
大
興

隆
寺
圓
道
の
重
刊
本
が
十
七
世
紀
以
前
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
は
、
清
の
永
珊
親
王
が
『
釈
氏
源
流
』
の
仏
伝
部
分
を
二
百
八
話
に
改
編
し
、
和
碩
豫
親
王
裕
豊
が
嘉
慶
十
三
年
（
一

八
〇
八
）
に
刊
行
し
た
『
釈
迦
如
来
応
化
事
蹟
』
で
あ
る
。
伝
本
は
少
な
く
な
く
、
岩
瀬
文
庫
に
も
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）
の
重
印
本
が

所
蔵
さ
れ
るＵ
が
、
そ
の
巻
首
に
冠
さ
れ
る
永
珊
の
「
重
絵
釈
迦
如
来
応
化
事
迹
縁
起
」
に
は
「
余
初
自
衍
法
蘭
若
得
前
明
刻
本
釈
氏
源
流
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一
部
」
と
あ
り
、
衍
法
寺
に
存
し
た
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
を
入
手
し
た
永
珊
親
王
が
こ
れ
を
広
く
流
通
す
る
た
め
に
改
編
本
を
作
成
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
衍
法
寺
の
明
刻
本
と
い
う
も
の
も
お
そ
ら
く
圓
道
重
刊
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
圓
道
重
刊
本
は
、
後
に
作
成
さ
れ
る
朝
鮮
版
や
清
の
改
編
本
へ
と
受
け
継
が
れ
、
後
世
の
『
釈
氏
源
流
』
の
普
及
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
当
該
『
釈
氏
源
流
』
に
加
え
ら
れ
た
富
岡
鉄
斎
の
手
跡
と
印
に
つ
い
て
記
す
。

　

当
該
『
釈
氏
源
流
』
は
、
二
重
木
箱
入
り
。
外
箱
は
縦
四
三
・
七
×
横
二
八
・
〇
×
高
一
六
・
〇
糎
、
二
方
桟
の
載
せ
蓋
。
内
箱
は
縦

四
〇
・
〇
×
横
二
六
・
一
×
高
一
一
・
六
糎
、
か
ぶ
せ
蓋
。
白
布
に
て
包
む
。
蓋
板
表
面
中
央
に
「
釋
氏
源
流
」
と
富
岡
鉄
斎
の
題
署
あ

り
【
図
８

】。
身
に
も
白
紙
（
縦
四
・
八
×
横
一
八
・
七
糎
）
を
貼

付
し
「
釋
氏
源
流
」
と
書
す
【
図
９

】。
蓋
裏
面
右
下
に
「
鐵
齋
題
」

と
書
し
、
そ
の
右
下
に
楕
円
形
陽
刻
「
畫
禪
盦
」
烙
印
（
縦
八
・

三
×
横
四
・
〇
糎
）
を
存
す
【
図
10
】。
後
補
自
題
帙
入
り
。
白
布

で
包
む
。
帙
題
僉
（
縦
二
八
・
三
×
横
三
・
二
糎
）
を
貼
布
し
「
釋

氏
源
流 

全 

鐵
齋
題
」
と
書
し
、
そ
の
左
下
に
楕
円
陽
刻
「
銕
齋
」

朱
印
記
（
縦
一
・
八
×
横
〇
・
九
糎
）
を
存
す
【
図
11
】。
な
お
署

名
の
字
体
は
晩
年
に
近
い
も
の
か
と
み
え
るＶ
。
ま
た
帙
内
側
中
央

下
、
毎
冊
表
紙
右
下
、
第
六
冊
末
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
畫
禪
盦
」

朱
印
記
（
縦
九
・
二
×
横
四
・
四
糎
）
を
存
す
【
図
１

】。
ま
た
毎

【図８】　内箱蓋表面
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【図10】　内箱蓋裏面【図11】　帙題僉

【図９】　内箱身部分
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冊
首
に
円
形
陽
刻
「
君
子
居
之
何
陋
之
有
・
鐵
叟
」
朱
印
記
（
縦
五
・
八
×
横
六
・
一
糎
。「
君
子
之
に
居
ら
ば
何
の
陋
な
る
こ
と
か
之
有
ら
ん
」

は
『
論
語
』
子
罕
の
文
）
を
存
す
【
図
２

】。

　

こ
れ
ら
の
印
の
う
ち
、
帙
題
僉
に
捺
さ
れ
た
「
銕
齋
」
印
は
篆
刻
家
桑
名
鉄
城
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
八
）
刻
。
桑
名
鉄
城
は
鉄
斎
の
印

を
多
数
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
印
は
鉄
斎
刻Ｗ
。

　

な
お
第
三
冊
、
第
六
冊
尾
に
方
形
陰
刻
「
隆
慧
／
庵
平
／
継
造
」
朱
印
記
を
存
す
が
印
主
は
不
明
【
図
６

】。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

の
『
富
岡
文
庫
御
蔵
書
入
札
目
録
』
所
載
の
書
影
に
当
該
印
記
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
鉄
斎
以
前
の
旧
蔵
者
の
印
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
鉄
斎
の
手
跡
と
印
を
残
し
箱
に
収
め
ら
れ
た
当
該
書
は
、
数
多
の
鉄
斎
蔵
書
に
お
い
て
も
「
優
品
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、『
富
岡
文
庫
善
本
書
影Ｘ
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
『
釈
氏
源
流
』
は
い
か
に
し
て
、
ま
た

何
ゆ
え
に
鉄
斎
の
所
蔵
と
な
っ
た
の
か
。
以
下
、
次
章
で
は
、
鉄
斎
の
蒐
書
や
そ
の
売
立
ま
で
の
経
緯
を
辿
り
な
が
ら
、
鉄
斎
旧
蔵
『
釈

氏
源
流
』
が
有
す
る
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
続
け
る
。

二
、
富
岡
鉄
斎
と
書
物
│
蒐
書
か
ら
売
立
ま
で
│

　

富
岡
鉄
斎
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
『
釈
氏
源
流
』
を
入
手
し
た
の
か
、
具
体
的
な
事
情
は
突
き
止
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
鉄
斎
が
書
物
に
向
き
合
う
姿
勢
や
、
当
時
の
状
況
に
鑑
み
る
と
、
当
該
『
釈
氏
源
流
』
が
鉄
斎
の
手
中
に
帰
し
た
の
は
、
必
然
と

も
思
わ
れ
て
く
る
。

（
１
）
富
岡
鉄
斎
の
蒐
書

　

鉄
斎
の
孫
の
富
岡
益
太
郎
は
、
鉄
斎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
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鉄
斎
は
終
生
自
分
は
本
来
儒
者
で
あ
っ
て
、
画
を
本
業
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
分
の
画
を
み
る
人
は
ま
ず
画
賛
の
詩
や
文
を
読

ん
で
、
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
か
ら
画
を
見
て
ほ
し
い
と
主
張
し
て
い
た
。
…
…
鉄
斎
は
晩
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
一
日
も
読
書
を
怠
ら

ず
、
驚
く
ば
か
り
詳
し
く
蔵
書
を
読
破
し
、
そ
の
中
に
興
味
を
引
く
記
事
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
画
題
に
し
て
画
を
か
き
、
亦
あ
る
画
題

の
画
を
依
頼
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
関
す
る
参
考
書
を
徹
底
的
に
調
べ
た
。
…
…
「
必
ず
典
拠
あ
り
」
と
い
う
こ
と
が
鉄
斎
の
作
品
に

つ
い
て
の
自
負
の
言
で
あ
る
。
一
般
の
画
家
が
下
絵
を
作
る
と
こ
ろ
を
、
鉄
斎
は
書
物
を
読
む
、
読
書
こ
そ
は
鉄
斎
の
画
を
か
く
原

動
力
で
あ
り
、
書
物
を
離
れ
た
鉄
斎
芸
術
は
絶
対
に
あ
り
得
ぬ
も
の
で
あ
るＹ
。

　

鉄
斎
に
と
っ
て
の
重
要
事
が
書
物
で
あ
り
、
読
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
同
様
の
鉄
斎
の
姿
を
、

中
国
文
学
研
究
者
で
芸
術
に
も
精
通
し
た
青
木
正
児
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

鉄
斎
翁
は
有
名
な
蔵
書
家
で
あ
つ
た
上
に
、
博
覧
な
読
書
家
で
あ
つ
た
。
蔭
軒
君
（
＝
本
田
成
之
。
筆
者
注
）
の
話
で
は
、
翁
が
絵
を

画
く
前
に
は
必
ず
書
庫
に
入
り
、
何
か
本
を
持
ち
出
し
て
読
み
耽
る
。
本
を
置
い
た
と
思
ふ
と
、
や
が
て
塗
抹
し
始
め
た
と
云
ふ
。

ま
た
翁
は
非
常
に
筆
ま
め
な
人
で
、
文
献
の
抜
書
き
を
沢
山
作
つ
て
居
ら
れ
た
。
…
…
想
ふ
に
翁
の
場
合
は
画
よ
り
も
先
き
に
讃
が

出
来
た
の
だ
と
謂
へ
よ
うＺ
。

　

本
田
成
之
は
、
中
国
哲
学
の
学
者
で
あ
る
が
、
鉄
斎
に
書
画
を
学
び
、『
富
岡
鉄
斎
と
南
画ａ
』
と
い
う
著
書
も
残
し
て
い
る
。
そ
の
「
入

室
弟
子
」
で
あ
っ
た
本
田
成
之
の
目
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
文
人
鉄
斎
の
日
々
の
姿
で
あ
る
。
書
物
に
対
す
る
鉄
斎
の
並
々
な
ら
ぬ
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
集
中
力
が
伝
わ
る
。

　

一
方
、
絵
に
つ
い
て
は
、
鉄
斎
は
独
学
だ
と
称
し
、「
明
治
十
六
、
七
年
頃
に
高
山
寺
の
鳥
獣
戯
画
巻
や
、
神
護
寺
の
源
頼
朝
像
を
模

写ｂ
」
す
る
な
ど
専
ら
模
写
に
よ
っ
て
学
ん
だ
よ
う
で
、
鉄
斎
が
蒐
書
に
際
し
て
「
挿
絵
あ
る
も
の
を
愛
玩
しｃ
」
た
の
も
、
鉄
斎
な
ら
で
は

の
意
図
あ
っ
て
の
こ
と
と
了
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
仏
伝
と
中
国
へ
の
仏
教
伝
播
を
絵
と
文
と
で
綴
る
『
釈
氏
源
流
』
は
、
鉄
斎
に
と
っ
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て
は
ぜ
ひ
と
も
入
手
す
べ
き
書
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鉄
斎
が
『
釈
氏
源
流
』
を
必
要
と
し
た
背
景
と
し
て
、
日
本

に
お
い
て
は
『
釈
氏
源
流
』
が
稀
覯
本
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
禅
雲
寺
版
『
釈
氏
源
流
』
は
十
六
世
紀
に
日
本
に
存
在
し
た
『
釈
氏
源
流
』
を
用
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
ま
た
現
在
増
上
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
正
統
元
年
刊
『
釈
氏
源
流
』
は
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
源
誉
存
応
に
贈
呈
さ
れ
た
も
の

で
あ
りｄ
、
鉄
斎
の
時
代
以
前
の
日
本
に
も
『
釈
氏
源
流
』
は
伝
来
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
大
正
八
年
〜
同
十
一
年
（
一
九
三
三
〜
一
九
三
六
）
に
大
東
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
は
、

『
釈
迦
如
来
応
化
事
蹟
』
四
巻
（
龍
谷
大
学
蔵
）
及
び
『
釈
迦
如
来
応
化
録
』
六
巻
（『
卍
字
続
蔵
経
』
所
収
）
が
著
録
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、『
釈

氏
源
流
』
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。『
釈
迦
如
来
応
化
事
蹟
』
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
清
の
永
珊
親
王
が
『
釈
氏
源
流
』
の
上
巻
仏
伝

の
部
分
の
み
を
改
編
し
た
も
の
で
、
実
は
富
岡
鉄
斎
と
親
交
の
あ
っ
た
大
阪
の
書
肆
鹿
田
松
雲
堂
の
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
目
録

に
「
釈
迦
如
来
応
化
事
跡
四
巻
〔
全
篇
絵
図
入
極
精
刻
／
極
大
形
白
紙
美
本 

一
套
〕
四
冊
」
の
広
告
が
出
て
い
るｅ
が
、
当
該
書
籍
の
行

方
は
確
認
で
き
な
い
。
鹿
田
松
雲
堂
に
つ
い
て
は
後
に
も
触
れ
る
。
も
う
一
方
の
『
釈
迦
如
来
応
化
録
』
も
仏
伝
部
分
の
み
計
二
百
八
話

を
収
め
る
改
編
本
で
、
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
の
和
刻
本
が
あ
り
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
等
所
蔵
）、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
か
ら
大

正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
卍
字
続
蔵
経
』（『
大
日
本
続
蔵
経
』）
に
活
字
版
を
収
め
る
が
、
こ
れ
は
文
の
み
で
絵
は
含
ま
な
い

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
鉄
斎
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
圓
道
重
刊
『
釈
氏
源
流
』
は
、
明
刊
帯
図
本
の
初
期
の
様
式
を
伝
え
る
稀
少
な
存
在
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
鉄
斎
は
い
か
な
る
ル
ー
ト
か
ら
当
該
書
を
入
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
的
記
録
は
残
ら
な
い
が
、

鉄
斎
周
辺
の
状
況
か
ら
鑑
み
る
に
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
当
時
は
中
国
の
書
店
に
よ
る
古
書
画
の
即
売
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
鉄
斎
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
十
三
日
と
大
正
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五
年
（
一
九
一
六
）
十
月
二
十
四
日
に
、
北
京
の
書
籍
商
翰
文
斎
の
古
書
画
即
売
会
に
足
を
運
ん
で
い
るｆ
。

　

ま
た
、
日
本
の
古
書
肆
を
通
し
て
購
入
し
た
可
能
性
も
高
い
。
先
に
鹿
田
松
雲
堂
の
目
録
に
「
釈
迦
如
来
応
化
事
跡
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
例
え
ば
そ
の
鹿
田
松
雲
堂
の
『
書
籍
月
報
』
に
は
「
今
回
左
に
列
記
の
古
唐
本
類
清
国
北
京
よ
り
齎
し
帰
り

申
候
…
…ｇ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
古
書
肆
に
よ
る
輸
入
書
を
鉄
斎
が
多
く
購
入
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
鉄
斎
の
長
男
謙
蔵
の
妻

と
し
子
の
追
想
記
に
「
鉄
斎
の
一
番
好
き
な
も
の
は
書
物
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
そ
の
発
売
の
稀
覯
書
目
録
な
ど
を
見
る
こ
と
は
、
こ
よ
な

く
楽
み
で
あ
つ
た
。
中
国
へ
書
物
を
仕
入
れ
に
行
つ
た
松
雲
堂
や
、
文
求
堂
が
帰
っ
て
く
る
の
を
待
ち
兼
ね
て
、
ま
だ
印
刷
に
付
せ
ら
れ

て
な
い
新
書
の
目
録
を
見
せ
て
貰
つ
て
直
に
注
文
す
る
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
謙
蔵
の
計
ら
ひ
で
、
い
つ
も
い
ち
早
く
鉄
斎
の
目
に
触
れ

る
事
が
出
来
た
」
と
あ
りｈ
、
中
国
か
ら
の
輸
入
書
の
購
入
に
熱
心
で
あ
っ
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
こ
に
み
え
る
よ
う
に
、
鉄
斎
の
蒐
書
を
サ
ポ
ー
ト
し
貢
献
し
た
の
は
子
の
富
岡
謙
蔵
（
一
八
七
三
〜
一
九
一
八
）
で
あ
っ
た
。

謙
蔵
は
中
国
の
古
鏡
の
研
究
で
名
を
残
し
た
学
者
で
あ
り
、
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
の
嘱
託
と
し
て
文
科
大
学
開
設
に
備
え
て
の
図

書
蒐
集
に
携
わ
っ
た
後ｉ
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
講
師
を
務
め
た
人
物
で
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
同
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）、

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
同
六
年
（
一
九
一
七
）
と
四
度
に
わ
た
り
中
国
に
赴
い
て
お
りｊ
、「
書
物
を
初
め
と
し
て
、
書
画
の
材
料
や
そ
の

他
鉄
斎
の
仕
事
に
役
立
つ
あ
ら
ゆ
る
品
を
買
い
求
め
て
来
て
鉄
斎
を
喜
ば
せ
た
」
の
で
あ
っ
たｋ
。
ま
た
「
文
求
堂
将
来
品
の
最
も
熱
心
な

購
求
者
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
てｌ
」
お
り
、
例
え
ば
現
在
国
宝
と
な
っ
て
い
る
唐
鈔
本
『
王
勃
集
』
巻
第
二
十
九
・
三
十
は
、
謙
蔵
が
「
重

価
を
惜
ま
ず
」
五
千
八
百
金
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
たｍ
。
鉄
斎
は
謙
蔵
を
通
し
て
、
内
藤
湖
南
、
狩
野
直
喜
ら
京
都
帝
国
大
学
の
教
授

陣
を
は
じ
め
、
当
時
京
都
に
亡
命
し
て
い
た
中
国
学
者
羅
振
玉
と
も
親
し
く
交
流
し
たｎ
。
古
典
籍
を
専
門
と
す
る
学
者
ら
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
築
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
富
岡
家
の
蒐
書
は
そ
の
数
も
質
も
さ
ら
に
充
実
度
を
増
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
鉄
斎
を
取
り

巻
く
こ
う
し
た
環
境
が
、
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
を
鉄
斎
の
手
元
に
引
き
寄
せ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
２
）
富
岡
文
庫
の
入
札
、
売
立

　

謙
蔵
は
、
父
に
先
ん
じ
て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
四
十
六
歳
で
こ
の
世
を
去
る
。
そ
の
後
富
岡
家
で
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

に
三
階
建
て
の
書
庫
魁
星
閣
も
落
成
す
る
が
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
三
十
一
日
に
鉄
斎
は
死
去
。
八
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
至
り
、
富
岡
家
の
蔵
書
の
一
部
が
売
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
翌
年
に
か
け
て
二
度
の
入

札
会
が
開
催
さ
れ
たｏ
。
こ
の
空
前
絶
後
の
大
口
入
札
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
鹿
田
松
雲
堂
で
、
そ
れ
ぞ
れ
目
録
も
作
成
さ
れ
た
（『
富
岡
文

庫
御
蔵
書
入
札
目
録
』『
富
岡
文
庫
御
蔵
書
第
二
回
入
札
目
録
』）。
そ
し
て
そ
の
第
一
回
目
の
目
録
に
、「
釈
氏
源
流 

六
冊 

明
板
絵
入
本 

鉄
斎

先
生
箱
書
付
」
が
書
影
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

鹿
田
松
雲
堂
と
鉄
斎
、
謙
蔵
と
の
関
係
は
深
い
。
松
雲
堂
が
発
刊
し
た
古
書
販
売
目
録
『
書
籍
月
報
』
に
は
、
例
え
ば
、『
春
荘
賞
韻
』

所
載
の
端
春
荘
の
肖
像
を
鉄
斎
が
精
密
に
模
写
し
た
う
え
に
、
書
估
で
あ
っ
た
春
荘
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
後
に
伴
蒿
蹊
が
寄
せ
た
詩
を

加
え
て
書
し
松
雲
堂
に
贈
っ
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
るｐ
。
ま
た
『
書
籍
月
報
』
に
は
、
松
雲
堂
第
三
代
堂
主
を
嗣
い
だ
鹿
田
伸
四
郎
に

謙
蔵
が
贈
っ
た
「
題
言
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
るｑ
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
謙
蔵
が
こ
の
文
の
中
で
、
同
年
よ
り
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
蔵
経
書

院
の
『
大
日
本
続
蔵
経
』
に
言
及
し
、「
文
明
の
盛
事
」
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
謙
蔵
の
こ
う
し
た
仏
教
典
籍
の
刊
行
へ
の
注

意
は
、『
釈
氏
源
流
』
へ
の
関
心
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
も
想
像
し
た
く
な
る
。

　

さ
て
、
富
岡
文
庫
第
一
回
目
の
入
札
会
は
、
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
八
日
に
東
京
、
六
月
一
日
に
京
都
、
同
二
日
に
大
阪
で
下
見
が
行

わ
れ
、
六
月
四
日
、
五
日
に
大
阪
住
吉
公
園
内
の
料
亭
新
明
月
に
て
入
札
が
行
わ
れ
た
。「
富
岡
文
庫
蔵
書
落
札
値
段
表
」
に
よ
れ
ば
「
明

板
釈
氏
源
流
」
は
三
百
六
十
円
で
「
堂
場
」
に
よ
っ
て
落
札
さ
れ
て
い
るｒ
。
堂
場
と
は
、
和
歌
山
の
古
書
肆
酔
古
堂
の
堂
場
武
三
郎
でｓ
、

堂
場
は
こ
の
と
き
「
本
草
彙
箋 

順
治
刊
」「
写
本
愚
管
抄 

三
条
実
美
公
御
書
入
本
」「
今
市
物
語 

五
井
蘭
州
真
蹟
仮
名
文 

西
巌
寺
古
礀

和
尚
画　

鉄
斎
先
生
箱
書
付
」「
敦
賀
十
勝 

鉄
斎
先
生
御
手
入
本
」「
三
十
帖
策
子 
鉄
斎
先
生
箱
書
付
」
等
も
落
札
し
て
い
る
。
ち
な
み
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に
、
こ
の
第
一
回
目
の
売
立
で
の
最
高
落
札
額
は
、「
王
勃
集
」
で
「
一
萬
四
千
二
百
十
八
円
」
と
い
う
破
格
の
値
段
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
に
つ
い
て
、
刊
行
の
経
緯
及
び
書
誌
情
報
、
ま
た
鉄
斎
の
蒐
書
や
蔵
書
売
立
の
状
況
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。

　

当
該
書
が
有
す
る
意
義
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
指
摘
で
き
よ
う
が
、
ま
ず
は
、『
釈
氏
源
流
』
は
中
国
を
は
じ
め
と
し
て
ア
ジ
ア

に
展
開
し
た
仏
伝
文
学
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
韓
国
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
に
広
く
伝
播
し
、
壁
画
も
含

む
数
多
の
派
生
形
を
も
生
み
出
し
て
お
り
、
ま
た
欧
米
に
お
い
て
も
伝
本
や
関
連
の
書
物
が
見
出
さ
れ
て
い
るｔ
。
そ
し
て
こ
の
鉄
斎
旧
蔵

圓
道
重
刊
本
の
「
出
現
」
に
よ
っ
て
、
仏
伝
テ
キ
ス
ト
の
時
空
を
超
え
た
広
が
り
や
連
な
り
へ
の
観
察
、
考
察
を
一
層
推
し
進
め
て
い
く

こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
圓
道
重
刊
本
は
、
明
代
の
北
京
の
寺
院
で
刊
行
さ
れ
た
絵
入
り
本
と
し
て
、
中
国
木
版
画
史
、
あ
る
い
は
中
国
の
出
版
文
化
史
に

お
け
る
小
説
や
戯
曲
の
絵
入
り
本
と
の
関
係
の
検
討
に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
憲
宗
に
よ
る
内
府
刊
本
な
ど
宮
中
と
の
関
係
、
ま
た
、
施

主
者
の
存
在
か
ら
は
当
時
の
寺
院
経
営
の
状
況
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
絵
画
資
料
と
し
て
は
、
京
都
嵯
峨
清
凉

寺
の
「
釈
迦
堂
縁
起
絵
巻
」
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
るｕ
な
ど
、
美
術
史
研
究
の
資
料
と
し
て
今
後
さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
鉄
斎
の
蔵
書
は
、
二
十
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
書
物
の
往
来
や
古
書
の
流
通
、
蒐
書
、
購
書
の
あ
り
よ
う
を
伝
え
る
最

た
る
事
例
で
あ
り
、
そ
の
一
本
で
あ
る
こ
の
『
釈
氏
源
流
』
の
存
在
を
通
し
て
、
富
岡
文
庫
が
有
す
る
性
格
や
意
義
の
一
端
を
具
体
的
に

照
ら
し
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
鉄
斎
と
い
う
巨
匠
の
文
業
と
画
業
へ
の
考
察
と
と
も
に
さ
ら
に
追
究
し
て
い
く
べ

き
課
題
で
あ
る
が
、
例
え
ば
『
釈
氏
源
流
』
に
存
す
る
印
記
の
「
畫
禪
盦
」
は
、
明
代
後
期
の
文
人
で
あ
り
書
画
家
の
董
其
昌
が
用
い
た
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号
（
畫
禪
室
）
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
鉄
斎
の
画
業
に
つ
い
て
孫
の
益
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
鉄
斎
の
画
は
南
宗
画
ま
た
は

文
人
画
と
呼
ば
れ
る
流
派
に
属
し
て
い
る
。
明
の
董
其
昌
が
宮
廷
画
院
の
絵
画
を
北
宗
画
、
在
野
的
な
文
人
の
絵
画
を
南
宗
画
と
二
つ
の

類
型
を
た
て
た
こ
と
に
よ
る
。
…
…
鉄
斎
は
中
国
の
董
其
昌
の
書
中
に
あ
る
「
万
里
の
路
を
行
か
ず
、
万
巻
の
書
を
読
ま
ず
し
て
、
画
祖

と
な
ら
ん
と
欲
す
も
、
其
れ
得
べ
け
ん
や
。
此
れ
吾
が
曹
に
在
り
て
之
を
勉
め
ん
、
庸
史
に
望
む
こ
と
無
しｖ
」
と
の
言
を
服
膺
し
実
践
し

たｗ
」。
ま
た
、「
鉄
斎
は
南
画
協
会
と
後
素
如
雲
社
の
展
覧
会
に
限
り
そ
の
作
品
を
出
品
し
た
が
、
そ
の
他
の
展
覧
会
に
は
審
査
員
等
に
は

な
っ
て
も
、
作
品
を
出
品
し
た
こ
と
は
な
いｘ
」
と
も
あ
る
。
日
本
で
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
龍
池
会
で
行
っ

た
講
演
「
美
術
真
説ｙ
」
に
お
い
て
文
人
画
の
目
的
を
「
画
術
ノ
妙
想
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
否
定
し
た
こ
と
を
機
と
し
て
、
以
後
文
人
画
は
衰
退

の
一
途
を
辿
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
鉄
斎
の
子
の
謙
蔵
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
京
都
帝
国
大
学
で
「
清
初
の
画
家
を
論
ず
」
と

題
す
る
夏
季
科
外
講
演
を
行
い
、
董
其
昌
の
教
え
を
受
け
た
王
時
敏
ら
「
明
代
の
南
画
の
正
統
を
継
い
で
、
更
に
一
種
の
新
生
面
を
開
い

たｚ
」
い
わ
ゆ
る
「
四
王
呉
惲
」
に
つ
い
て
講
じ
て
い
る
。
そ
し
て
謙
蔵
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た
そ
の
講
演
筆
記
は
、「
明
治
大
正
の
御
代

に
於
て
国
運
は
空
前
の
発
展
を
し
な
け
れ
共
、
文
藝
の
一
点
に
於
て
は
、
清
朝
の
乾
隆
、
嘉
慶
の
時
代
に
も
及
ば
ず
、
文
展
の
如
き
も
の

は
天
下
後
世
に
害
毒
を
流
す
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
るあ
」
と
の
強
い
口
吻
で
結
ば
れ
て
い
る
。
文
人
画
（
南
画
）
の
排
斥
、
さ
ら
に
は
文

展
の
あ
り
方
へ
の
議
論い
な
ど
、
絵
画
を
め
ぐ
る
当
時
の
趨
勢
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
き
、
こ
の
鉄
斎
旧
蔵
『
釈
氏
源
流
』
に
存
す
る
「
画

禅
盦
」
の
印
記
は
、
き
わ
め
て
深
刻
か
つ
複
雑
な
意
味
を
も
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
も
の
に
み
え
る
。

　

書
物
が
内
包
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
実
に
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
れ
ほ
ど
豊
か
に
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
鉄
斎
旧

蔵
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
は
、
こ
れ
を
手
に
取
る
者
を
さ
ま
ざ
ま
な
思
考
の
可
能
性
へ
と
導
い
て
く
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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注（
1
） 
「
鉄
斎
逸
事
」（
一
九
六
六
年
初
出
、『
墨
林
間
話
』
所
収
、
の
ち
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
九
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
所
収
）。

（
2
） 
『
隋
書
』
崔
儦
伝
。『
北
史
』
崔
儦
伝
参
照
。

（
3
） 

『
釈
氏
源
流
』
の
伝
本
に
関
し
て
は
、T

sai Suey-Ling

（
蔡
穂
玲
）, T

he life of the Buddha: W
oodblock Illustrated Books in China and 

K
orea, H

arrassow
itz V

erlag - W
iesbaden, 2012.

に
詳
述
さ
れ
て
お
り
小
論
も
該
書
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
鉄
斎
旧
蔵
本
へ
の
言
及

は
な
い
。
ま
た
和
刻
本
や
ベ
ト
ナ
ム
本
な
ど
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
は
世
界
に
広
が
り
伝
わ
る
『
釈
氏
源
流
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
小
峯
和
明
「
日
本
と

東
ア
ジ
ア
の
〈
仏
伝
文
学
〉」（
小
峯
和
明
編
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
文
学
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
同
「『
釈
氏
源
流
』
の
伝
本
を
め
ぐ
っ
て
」（
説

話
文
学
会
編
『
説
話
文
学
研
究
の
最
前
線 

説
話
文
学
会
55
周
年
記
念
・
北
京
特
別
大
会
の
記
録
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
年
）
等
の
一
連
の
研
究
に

詳
し
い
。
ま
た
小
峯
和
明
氏
・
張
龍
妹
氏
が
主
宰
す
る
東
ア
ジ
ア
古
典
研
究
会
で
は
二
〇
一
二
年
よ
り
『
釈
氏
源
流
』
の
輪
読
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、

小
論
は
そ
の
成
果
に
も
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。

（
4
） 

葉
恭
綽
に
よ
る
一
九
三
五
年
の
複
製
が
あ
る
が
未
見
。
中
国
美
術
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
美
術
全
集 

絵
画
編
20 

版
画
』（
上
海
人
民
美
術
出

版
社
、
一
九
八
八
）
に
影
印
半
葉
の
み
（
巻
下
・
四
六
「
達
磨
渡
江
」）
あ
り
、
解
説
（
李
之
檀
執
筆
）
に
は
「
明
永
楽
間
（
公
元
一
四
〇
三
〜
一
四

二
四
年
）
刊
本　

縦
二
九
釐
米　

横
一
七
釐
米
」
と
し
、
明
政
府
の
出
版
機
構
で
あ
る
「
経
廠
」
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
5
） 

注（
3
）前
掲
蔡
穂
玲
書
、
二
七
頁
。

（
6
） 

中
国
書
店
蔵
珍
貴
古
籍
叢
刊
『
釈
氏
源
流
』（
中
国
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

（
7
） 

注（
3
）前
掲
蔡
穂
玲
書
、
一
二
三
〜
一
二
四
頁
。

（
8
） 

嘉
靖
三
十
五
年
刊
本
は
各
巻
の
「
釈
音
」
に
続
き
施
主
者
名
を
列
挙
す
る
。
ま
た
注（
3
）前
掲
蔡
穂
玲
書
（
三
〇
頁
）
は
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
嘉

靖
三
十
五
年
刊
本
の
巻
上
首
に
王
勃
の
「
釈
迦
如
来
成
道
応
化
事
蹟
記
」
を
冠
す
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
洪
煕
元
年
刊
の
段
階
か
ら

存
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
待
考
。

（
9
） 

鄭
振
鐸
旧
蔵
書
。
国
家
図
書
館
古
籍
館
編
『
西
諦
蔵
書
善
本
図
録 

附
西
諦
書
目
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
は
「
釈
氏
源
流
応
化
事
蹟
二
巻
」

と
著
録
す
る
。
鄭
振
鐸
編
著
『
中
国
古
代
木
刻
画
選
集
』
第
二
冊 

明
・
初
期
（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
に
影
印
半
葉
の
み
（
巻
上
・
八

四
「
降
伏
六
師
」）
あ
り
。
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（
10
） 

増
上
寺
蔵
本
に
つ
い
て
は
実
見
調
査
、
撮
影
の
便
宜
を
い
た
だ
い
た
（
二
〇
二
一
年
五
月
十
三
日
）。
な
お
増
上
寺
蔵
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を

改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。。
ま
た
、
畑
麗
「
釈
迦
堂
縁
起
絵
巻
の
研
究
│
仏
伝
図
と
し
て
の
視
点
を
中
心
に
│
」（『
鹿
島
美
術
研
究
年
報
』
二
五

別
冊
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）
参
照
。

（
11
） 
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と
増
上
寺
蔵
本
は
版
心
魚
尾
下
に
み
え
る
施
主
者
名
も
一
致
す
る
。

（
12
） 

嘉
靖
三
十
五
年
刊
本
巻
上
最
終
二
百
話
末
に
は
「
優
婆
塞
顧
道
珎
書
」
と
み
え
る
。

（
13
） 

現
在
中
国
国
家
図
書
館
、
広
東
省
中
山
図
書
館
等
に
所
蔵
が
あ
り
、
国
家
図
書
館
蔵
本
は
影
印
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（『
中
国
古
代
版
画
叢
刊
二
編
』

第
二
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
））。
ま
た
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
議
会
図
書
館
に
は
彩
色
の
施
さ
れ
た
本
が
存
す
る
。

（
14
） 

永
楽
年
間
か
ら
正
統
年
間
に
至
る
遷
都
の
経
緯
は
新
宮
学
『
北
京
遷
都
の
研
究
│
近
世
中
国
の
首
都
移
転
│
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳

し
い
。

（
15
） 

四
冊
。
注（
3
）前
掲
蔡
穂
玲
書
、
一
五
三
〜
一
六
〇
頁
参
照
。

（
16
） 

下
巻
の
み
存
。
二
冊
。
首
都
図
書
館
編
『
首
都
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
八
〜
二
三
九
頁
）
参
照
。

首
都
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
中
国
・
復
旦
大
学
図
書
館
の
呉
格
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
17
） 

仏
の
教
え
、
及
び
そ
れ
を
中
国
に
伝
え
た
弟
子
等
の
業
を
讃
え
る
憲
宗
が
、
宝
成
の
『
釈
氏
源
流
』
を
評
価
し
、
こ
れ
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
重

版
す
る
と
述
べ
る
も
の
。
な
お
大
英
図
書
館
蔵
本
は
憲
宗
序
の
後
半
一
張
の
み
を
残
す
（
小
峯
和
明
氏
の
調
査
に
よ
る
）。

（
18
） 

大
英
図
書
館
蔵
本
と
も
一
致
。
注（
3
）前
掲
蔡
穂
玲
書
、
一
五
七
頁
参
照
。

（
19
） 

大
興
隆
寺
は
「
西
長
安
街
」（
清
・
于
敏
中
等
編
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
四
十
三
・
城
市
（
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
参
照
）、
衍
法
寺
は
「
阜

成
門
之
西
一
里
許
」（
明
正
徳
七
年
五
月
一
日
刻
「
勅
賜
衍
法
寺
重
修
碑
」（
北
京
図
書
館
金
石
組
編
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』

明
・
第
五
三
冊
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
〜
一
九
九
一
年
）
参
照
）、
慈
仁
寺
は
「
宣
武
門
外
可
二
里
」（『
日
下
旧
聞
考
』
巻
五
十
九
・
城
市
）

の
場
所
に
あ
っ
た
。
現
在
は
大
興
隆
寺
と
衍
法
寺
は
な
く
、
慈
仁
寺
が
大
報
国
慈
仁
寺
と
し
て
残
る
の
み
。

（
20
） 

注（
19
）前
掲
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
四
十
三
参
照
。

（
21
） 

中
国
古
籍
総
目
編
纂
委
員
会
編
『
中
国
古
籍
総
目
』
史
部
２

（
中
華
書
局
・
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
五
六
六
頁
）。

（
22
） 

『
中
国
古
籍
総
目
』
の
検
索
は
「
中
国
古
籍
総
目
検
索
シ
ス
テ
ム
」（（
有
）凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
し
た
。
な
お
『
中
国
古
籍
総
目
』
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は
本
文
に
挙
げ
た
版
本
の
他
に
も
衍
法
寺
で
刊
行
さ
れ
た
書
物
と
し
て
「
大
蔵
一
覧
集
十
巻
」「
仏
説
阿
弥
陀
経
一
巻
」「
妙
法
蓮
華
経
七
巻
」「
仁
王

護
国
般
若
波
羅
密
経
二
巻
」「
仏
遺
教
経
論
疏
節
要
一
巻
」「
牧
牛
図
頌
二
巻
又
十
頌
一
巻
」「
浄
土
津
梁
十
三
種
」「
慈
悲
道
場
懺
法
十
巻
」
等
を
著

録
し
て
い
る
。

（
23
） 
中
国
古
籍
総
目
編
纂
委
員
会
編
『
中
国
古
籍
総
目
』
経
部
２

（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
三
八
・
一
一
八
二
〜
一
一
八
四
頁
）。

（
24
） 

中
国
古
籍
総
目
編
纂
委
員
会
編
『
中
国
古
籍
総
目
』
子
部
７

（
中
華
書
局
・
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
三
三
二
二
・
三
四
二
八
頁
）。

（
25
） 

『
中
国
歴
代
書
目
題
跋
叢
書 

百
川
書
志　

古
今
書
刻
』（
世
紀
出
版
集
団
・
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
26
） 

注（
19
）前
掲
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
明
・
第
五
十
二
冊
。
ま
た
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
五
十
九
も
参
照
。

（
27
） 

注（
19
）前
掲
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
四
十
三
参
照
。
な
お
大
興
隆
寺
は
そ
の
後
寺
に
戻
さ
れ
、
康
煕
十
七
年
（
一
六
七
八
）
の
「
重
修
興
隆
寺
碑
記
」

等
が
残
る
。
注（
19
）前
掲
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
清
・
第
六
十
三
冊
参
照
。

（
28
） 

国
立
中
央
博
物
館
美
術
部
『
美
術
史
学
誌
』
Ⅲ
（
韓
国
考
古
美
術
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）
に
影
印
が
あ
る
。
ま
た
天
理
図
書
館
に
上
巻

二
冊
を
存
す
る
（
天
理
図
書
館
編
『
天
理
図
書
館
叢
書
第
二
十
五
輯 

天
理
図
書
館
稀
書
目
録 

和
漢
書
之
部 

第
三
』（
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
六

〇
年
）
参
照
）。
注（
3
）前
掲
蔡
穂
玲
書
、
一
六
一
〜
一
七
五
頁
。

（
29
） 

注（
3
）前
掲
小
峯
和
明
論
文
参
照
。

（
30
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
可
能
。
上
海
古
籍
出
版
社
（
一
九
九
四
年
）、
文
物
出
版
社
（
二
〇
二
〇
年
）
か

ら
同
治
八
年
重
印
本
の
影
印
、
巴
蜀
書
社
（
一
九
九
八
年
）
か
ら
光
緒
七
年
（
一
八
八
一
）
刻
本
の
影
印
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 

横
内
正
弘
『
鉄
斎
』
三
、
落
款
の
変
遷
（
河
原
書
店
、
一
九
六
九
年
）
を
参
照
。

（
32
） 

鉄
斎
美
術
館
編
『
鉄
斎
研
究 

富
岡
鉄
斎
用
印
大
成
』
七
三
（
清
荒
神
清
澄
寺
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）
参
照
。

（
33
） 

大
阪
府
立
図
書
館
編
『
富
岡
文
庫
善
本
書
影
』（
小
林
写
真
製
版
所
出
版
部
、
一
九
三
六
年
）。

（
34
） 

富
岡
益
太
郎
「
鉄
斎
の
画
業
」（
朝
日
新
聞
東
京
本
社
企
画
部
編
『
没
後
五
十
年
記
念 

富
岡
鉄
斎
展
図
録
』
朝
日
新
聞
東
京
本
社
企
画
部
、
一
九

七
四
年
）。

（
35
） 

青
木
正
児
「
鉄
斎 

画
讃
釈
文
解
説
」
画
讃
釈
文
解
説
の
後
に
（
一
九
五
六
年
初
出
。『
青
木
正
児
全
集
』
第
六
巻
、
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
）
所
収
。

（
36
） 

本
田
成
之
『
富
岡
鉄
斎
と
南
画
』（
湯
川
弘
文
社
、
一
九
四
三
年
）。
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（
37
） 

注（
34
）前
掲
富
岡
益
太
郎
論
文
。

（
38
） 
反
町
茂
雄
「
昭
和
期
最
大
の
売
立
│
富
岡
文
庫
」（『
一
古
書
肆
の
思
い
出
２ 

賈
を
待
つ
者
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
39
） 
注（
10
）前
掲
畑
麗
論
文
。

（
40
） 

『
書
籍
月
報
』
号
外
（
明
治
四
十
一
年
十
一
月
七
日
（『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
107 

鹿
田
松
雲
堂 

書
籍
月
報
』
第
十
九
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一

五
年
））、『
古
典
聚
目
』
号
外
（
明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
六
日
、
大
正
三
年
四
月
、
大
正
八
年
五
月
（『
同
108 

鹿
田
松
雲
堂 

古
典
聚
目
』
第
一
巻
、

第
三
巻
、
第
六
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
））
に
掲
載
。

（
41
） 

富
岡
益
太
郎
編
「
富
岡
鉄
斎
年
譜
」（『
鉄
斎
研
究
』
四
〜
九
（
鉄
斎
研
究
所
、
一
九
七
一
年
六
月
〜
一
九
七
二
年
十
一
月
）
参
照
。

（
42
） 

注（
40
）前
掲
『
書
籍
月
報
』
号
外
（
明
治
四
十
一
年
十
一
月
七
日
）。

（
43
） 

富
岡
と
し
子
「
父
・
銕
斎
の
こ
と
」（
小
高
根
太
郎
編
著
『
富
岡
鉄
斎
』
日
本
美
術
新
報
社
、
一
九
六
一
年
）。

（
44
） 

神
田
喜
一
郎
「
支
那
学
者
富
岡
桃
華
先
生
」（
一
九
六
〇
年
初
出
、『
敦
煌
学
五
十
年
』
所
収
、
の
ち
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
九
巻
、
同
朋
舎
出
版
、

一
九
八
四
年
所
収
）。

（
45
） 

小
高
根
太
郎
『
富
岡
鉄
斎
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）
等
参
照
。

（
46
） 

注（
34
）前
掲
富
岡
益
太
郎
論
文
。
な
お
謙
蔵
に
よ
る
蒐
書
に
つ
い
て
は
高
木
理
久
夫
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
47
） 

注（
38
）前
掲
反
町
茂
雄
参
照
。

（
48
） 

内
藤
虎
次
郎
「
富
岡
氏
蔵
唐
鈔
王
勃
集
残
巻
」（
一
九
二
一
年
初
出
、『
研
幾
小
録
』
所
収
、
の
ち
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
一

九
七
〇
年
所
収
）
参
照
。

（
49
） 

注（
41
）前
掲
「
富
岡
鉄
斎
年
譜
」、
注（
45
）前
掲
小
高
根
太
郎
書
、
ま
た
小
高
根
太
郎
『
富
岡
鉄
斎
の
研
究
』（
芸
文
書
院
、
一
九
四
四
年
）
等
参
照
。

な
お
鉄
斎
の
墓
誌
は
狩
野
直
喜
、
長
尾
雨
山
、
小
川
琢
治
、
本
田
成
之
ら
の
撰
に
な
る
。

（
50
） 

入
札
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
注（
38
）前
掲
反
町
茂
雄
、
ま
た
同
「
富
岡
文
庫
入
札
会
に
つ
い
て
│
若
き
友
へ
の
報
告
│
」（『
日
本
古
書
通
信
』
一

九
三
八
年
十
月
二
十
日
）、
同
「
守
部
翁
遺
稿
と
富
岡
文
庫
本
と
」（『
同
』
一
九
三
九
年
四
月
五
日
、
と
も
に
『
反
町
茂
雄
文
集 

上 

古
典
籍
の
世
界
』

文
車
の
会
、
一
九
九
三
年
所
収
）
等
参
照
。

（
51
） 

『
書
籍
月
報
』
五
四
号
（
明
治
三
十
一
年
五
月
二
十
五
日
、
注（
40
）前
掲
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
107 

鹿
田
松
雲
堂 

書
籍
月
報
』
第
九
巻
、
二
〇
一



早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
明
刊
『
釈
氏
源
流
』
に
つ
い
て

─　　─31

四
年
）。

（
52
） 
『
書
籍
月
報
』
六
九
号
（
明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日
、
注（
40
）前
掲
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
107 

鹿
田
松
雲
堂 

書
籍
月
報
』
第
十
六
巻
、
二

〇
一
五
年
）。

（
53
） 
柴
田
光
彦
編
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
53 

反
町
茂
雄
収
集 

古
書
販
売
目
録
精
選
集
』
第
七
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
54
） 

『
昭
和
十
四
年
五
月 

全
国
古
書
籍
商
聯
盟 

会
員
名
簿
』（
全
国
古
書
籍
商
聯
盟
本
部
、
一
九
三
九
年
）
参
照
。
堂
場
武
三
郎
は
、
大
正
十
五
年
（
一

九
二
六
）
四
月
に
「
紀
州
に
於
け
る
史
跡
、
名
勝
、
民
俗
、
伝
説
等
の
研
究
発
表
を
主
と
」
す
る
雑
誌
『
紀
伊
郷
土
研
究
』
を
創
刊
す
る
（
肥
田
路

美
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
が
、
当
該
誌
は
同
年
十
一
月
の
第
三
冊
で
終
了
。
反
町
茂
雄
は
堂
場
武
三
郎
が
「
古
本
屋
さ
ん
に
は
珍
し
い
豪
快
な
人
」
で
、

反
町
が
落
札
し
た
和
歌
山
に
関
わ
る
古
書
を
譲
り
受
け
た
い
と
懇
願
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。
反
町
茂
雄
「
写
本
、
実
は
名
家
自
筆
草

稿
類
」（
注（
38
）前
掲
反
町
茂
雄
書
所
収
）。

（
55
） 

注（
3
）前
掲
小
峯
和
明
論
文
参
照
。

（
56
） 

注（
10
）前
掲
畑
麗
論
文
。
土
谷
真
紀
『
初
期
狩
野
派
絵
巻
の
研
究
』
第
三
章
「「
釈
迦
堂
縁
起
絵
巻
」
│
│
渡
来
図
像
と
異
国
風
俗
と
本
朝
風
俗
と
」

（
二
〇
〇
七
年
初
出
、
青
簡
舎
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（
57
） 

董
其
昌
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
二
に
「
不
行
万
里
路
、
不
読
万
巻
書
、
欲
作
画
祖
、
其
可
得
乎
。
此
在
吾
曹
勉
之
、
無
望
庸
史
矣
」（
四
庫
全
書
本
）

と
あ
る
。

（
58
） 

注（
34
）前
掲
富
岡
益
太
郎
論
文
。

（
59
） 

注（
41
）前
掲
富
岡
益
太
郎
編
「
富
岡
鉄
斎
年
譜
」
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）（『
鉄
斎
研
究
』
六
、
一
九
七
二
年
二
月
）。

（
60
） 

明
治
文
学
全
集
七
九
『
明
治
藝
術
・
文
学
論
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
）
所
収
。

（
61
） 

富
岡
謙
蔵
述
『
四
王
呉
惲
』（
博
文
堂
、
一
九
一
九
年
）。

（
62
） 

注（
61
）前
掲
富
岡
謙
蔵
書
。

（
63
） 

文
展
へ
の
批
判
と
し
て
は
夏
目
漱
石
「
文
展
と
芸
術
」（
一
九
一
二
年
初
出
。『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
所
収
）
等

参
照
。

 

（
こ
う
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）


